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論文内容の要旨
本論文は船舶の波浪中における耐航性能の中で重要な要素である船体抵抗増加および推進性能を理
論的および実験的に研究したもので、次の 2 部から構成されている。
第 1 部では、斜め規則波中における船体抵抗増加の理論計算法を、丸尾のエネルギー的考察に基づ
く波浪中抵抗増加理論を基にして新しく導いている。この際波浪中で運動をしながら航走している船
体のまわりの流体運動を表わす速度ポテンシャルを求めるため、船体中心面上の適当な位置に孤立特
異点を船長方向に分布させ、二次元船体断面の面内運動に対して、無限遠方における進行波が二次元厳
密解と一致するょっに、孤立特異点の強さ、位置および位相を決定する方法を提唱している。この結
果を抵抗増加計算式に適用して数値計算を行ない、実験値と比較して斜め向波中では非常によい一致
を示し、斜め横波、追波中でも実用上きしっかえない精度で抵抗増加が計算できることを確かめてい
る。また斜波中における抵抗増加に対しては、上下揺、縦揺の縦運動の寄与が支配的で、横運動の影
響は実用上省略できることを理論的に明らかにしている。
第 2 部では、数種の船型について、正面規則波中における抵抗試験および、自航試験を実施し、自航
要素の解析を行なって、波浪中における推進性能の実験的な究明を行なっている。すなわち、規則波
中における船体抵抗増加および、プロペラの推力、 トルク、回転数、馬力の増加は船体運動と密接な関
係があり、これらの波長による変化は、船体運動の大きいところで大きな値を示すこと、プロペラの
推力、トルクの波浪中における変動の大きさは、船尾における船体と波との相対運動の大きさとの関
連が強いことなどを明らかにしている。また規則波中における自航要素も波長の変化に対しでかなり
変化し、船体運動、抵抗増加の大きい波長では推進効率の低下が著しいことを実験的に確かめている。
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論文の審査結果の要旨
波浪中を航行する船舶の速度低下あるいは馬力増加を推定するためには規則波中における抵抗増加
を精度よく計算する必要がある。本論文では従来正面向波中の抵抗増加の計算に用いられていた丸尾
の理論を斜め波中の場合に拡張発展させ、さらに計算に必要な船体を表わす特異点分布の決定に改良
を加えた上、数値計算結果を実験値と比較して、その実用性および精度の向上を確かめている。
また波浪中の推進性能に関しては、詳細な模型実験を実施し、その結果を解析して、自航要素やプ
ロペラの推力、 トルク変動等の波長による変化および船体運動との関連を求めている。
以上の研究成果は、船舶の耐航性能を究明する上で新しい知見を与えたものであり、造船工学の進
歩に寄与するところが大きく、博士論文として価値あるものと認める J
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